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事 頂

鹿iで鼠県Z業試験揚丈島1J揚とレて廃把島県丈島
郡名瀬町に能立され鹿男島県告示才25号、丈島刈
の祭織反 V'図索に関す否活E悪業務関Qo.
丈島組原料糸の検宣業務実施、麗jES雪宗ス島索機
信者間とYJ否〈鹿jE島県告示方 40マ号).
丈島7J場l"cl庚iヒ.
教氾500Vf'E得て事務所反ぴ2揚262坪ε建築，
戦史によリ蓮初毘 V"fj官接の一切左焼失レ業務既得
iヒレに o <if.~~ ;'. 
2.2宣言により目Jttと行百分寓され、#国務調暗
示さ::"1'ラ乃て奄美群島は臨崎北部南西諸島ζげは“れ
|庖府北部南西諸島問庁か置かれ当月nラこれに~版
されに a

一防停.tt中の業務の一吉BZ!:再解す否。
プ/リ刀合泉国の補閉で旧敷t1tに 262t平の事務所
JX. v'z_婦が建策されに。
奄事長群島政府知マ解鴻し、琉球政府に統合され、会
商互局の庫庁とは刀に.
奄美群島の日京復帰に伴L、鹿リ尼島宗大局梁機指導
げIと.して復活.
鹿沼島県規則え798号"l::lITI務規則か鮒疋され、!熊帯苦
図票、家巴、化学、経様、原料の 6係正おく。
奄美苦手島俊夫事業によリ穀抱1014坪左新己とに購
入し会31年3月31日100:pf'の制定宝反ぴポイう一
望さ建築し、顛ttt貴金1平5014坪建物IJ延37邸坪とは
っ「二、まと昭和30年度力、己 32年度まマに程織、策
径、化学、原料関係の各種獄験研兎程械反0"附属
訟傭在日し旋哉の慈1育強化を図月亡。
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回京t子、 2 

7l 紫色1奈 / It / / 

化学保 LJ 
一
.tz~能f宗 ら 7・l

トーーーーー一一 ト一一一一
原料保 / 

ャーー

一一ー
言f / 7 3 11 / / しーと 25" ，--_._--

(3)会計

1. 幌入 般会計

内4 日 予算額 調 E 額収入清積3雪襲lま 僑 考

使用料反()-'手舷科 1，533，'/00 2，0/0，.3/0 2，o1031tJ 1/7.ι，-O/() 
l' 撃証 科 /， S33，'1 f)O 2，0/0，ヨ/0'<& tJf(J，，3/o 47.ι彬ひ
一
産業経ミ育費争聖主将 lS33/i，∞ 2，0/0，，3/，ρ :る~0103/o 471/110 k総穂描幸嗣 4若手
受tuu:z:守護究科 /'533βi?0120/0，3/() 2， O/~.'310 .lT76，必'I()E尾芭守唄薄井487FgTJ明瑚

貴史 計 /'s33，'II∞ 20/0，J/(} 2，0/0，3/0 必7b，'必甲側主鵠恥言宗

経収入 科4/1，ω 早守'/，T∞ 4C;1_ .6tJ.告 27pユ#1)l腕欄明。22
3帯品 mtt..代金

必44444LL，ぷ48400 
4'11"仰II/fII_;似 tち2/)()

主産物日E払 ft金 49~ 6öol IP々ら6f;J' Z7.ZV() 

京駅織 J量議紛所 糾1/("μ4グ'(/01/j 9' 1，;ーそちJ6W30-f47Z44d9uι';I-~-~~;しl長ーt宮ー2一m一一g 回

メ口入 討 b '1'l?JOIJ みOO?グ向…15
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2.歳出

自 宮田

11U訟指薄汚I貸
要き負手古

手合. 料

ー

民 金

奇埼幸td}習を

I侭料費

食料貸

一-3 

lの(産業経清貧う 隈念計

細 節 予算額 突出荷額 残 額 F時 呑

7，241，21/-チ ，?Ut.之'M
。

/，らヰ宮~?I;!? ? (4，ち/，t!?O 。
事務噴き寅 22 官~2()C? .2:28;:2t7() 。
1長術安寅 1/~_2iJ，，2~fJ !，4，2(P世D 。

/，官0;;2751-8'0'1.21..占 O! 

期末子当 6b7;S"08' 6VZ5Vi o |  

勤勉手当 23'0，，35 之]7..0.35

26'ん11'0 之:0;;7"t:?o 

一一人夫演 宮'aiJC? 宮ん1tJj)

臨時人夫寅 / .2CJ， flOCl 1-<'ρ〆00.ρ

宮3ん5'1'1 :r-.3 U;'1'? 

.z71;??-.第 zr6;J'J'4 
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印刷製本費 .2't'16/ 2"-守(/
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一戸斤

7ヒ穀水質 宮l!i5(J 宮'/，550 G 

題1言蓮綴費 35;2"必 35;274 。
広告料 4， 8"O{) s/?tJt' 。:

5、前出 Zの〔奄笑群匠青復?で事業貸〉一舟受会吾f
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(1) 回無に肉9~ 'Öff9t 事項 彦
一
ニ

ザ
山
岳団

員
国
六

前
中成

。且包
副
司担

A. 愚匠図烹指導 扮

イ、服飾界の~建どでれにこちのう来椛官7 の定歩に/つれて回
黙の重要性そういよじC( DU 巧に訳、あ~が、柄行、 色調と
ちに流行の塞繍l立時代懸覚にマ、γ チし亡事Tしじ芭彩のJ索
~にあると思わfLにのて?、 での流行の根漆rt!:である王要
都市の庚示念、求評会に参加し、主飛行視察、調査初認の
上1原猛レ業香芝乗めて怨接被告し廼m:趨摘さ冶毒普皮レ
だ e

口問'1'11協の液繊ウイヲ、キモノ ポーグ、其の11!:の参考書
によ IH着千I!~来福型車した a

ハ.笠産コストの軽減ζ 製品の市場価値ξ検前のう之官青空J旨
2与しと.

三都内の笠利、宇検同村に出張し経回指導レ巳O

a.筏術者の養万1
国家技術の伝留主として 32年 4月に4缶入門Tレたがで
の中 2 缶 1'1 家事の都合で中~し、 2 右|ヨ 3月末修了しで
の1dlJ市内丈瀬箱IJ号に就藍し" 1缶|ヨ尼織研盟主と
して発リ要望lご夜術の所常 ξ続けて L、i5.

. C. 報告皮ぴ~僚会
1買工視察ζ都内の現佐f旨渇の軍吉宗の綜合実に/つじて懇談
会を開催し技術政醤 ζ品質向上 iご/ヲじて報告し質感応答
によリ溜論揃訴さ行月「こ。

一-s 
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f~と三~I 調 製 E 市 葉

大 1月 86 63 23 ! 
中

i 

88 7i/. 11/. 柄

中 柄 23 17 ア

ぷEkI 訂 202 iS6 46 
' 

戸、年向の烹訪香下記の週!IJ. 

繍J業 琶.....‘・…ーー・・ー‘ ..62313
視 察ー…“ー一ーー・… 31i缶、
見学…ぃ……‘ … 1025

合計.........……ー --1042o

!、

o 原料糸にi河す否研努事項
A、 草案育長用管巻作業におl寸る引tnul '祭のき震力預筒議挨

担当者技館杉山隆信，
目的
挟鍾Jt!恭糸花の探示作業中に笠ず~管をほぐれを防 iとすミう
ため行巧亡。
試験概要
使用控械川島pt撚祭用管巻柁
汚法 吾IJ前米在意当I三針金iこ縞度反伏捻叙にfでじτ絞回巻
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務摂
針金に一回誉さつIT3ことが吋イド i庁介に相当し(での巻
患のn図書買はきi揃糸の縦夜叉 1;1撚絞、管誉定度に」ニリ冥日3
2臨穫のマサツによリテシシヨン ζ首長すぺ I);!;~関節レヲ 11前 L 、 ξ
.J:.くするこζが出 7賢亡、ラZよリだけすることによ内て杏単か
の密着抱合ちよく rJリ管ポ切断の場合管把令がみだれず、糸
口の~更を容易にレ管の T惨状によらず甘にく巻刀、九、日目探中
象ほぐれのよう同受障がなく符烹は庚好ーをあった。

原料酬の制にょ右教伸 度爽突の祈庖

担当者技師杉山落億

由
1
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鱒糸(約 IQ 0/11'1， 丁、S)1 tC 

強伸度前 広弁天と I)メータ一
測定温湿度 28

0
0'"'-'310C R H 

汚ま
tf.貌糸左同時に祭epaヱし禁色|立泥来業者に依頼した、東
t(釈の梁ë3{工」乙ま~の操作 E 筒単に記入すれば次の八、 B 、

一一マ一一
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担当君主主甑杉山隆{窪
田 的

奈の3宝f申震は7宣湿障害によ I) i可ー余てき号、 IJr:.J rJ亡しくよき症が
おリ、でのじめ念質 f乃鼠Hli:試験につVてでtt較Jl!.i}~が出奈ず
J叉昔前稲作業の媛穏にち事多重量す55i7〉15tZ湿度の是iビiこi之主るきi.!f存
度の増減にノ")l、て積、Jこ。

m 験概要
w(料
強度 l単前

方涯
室内の自然状態におじて寄巴一定の跨肉に雪墨遺産ぞξ 詑主主レて
1 0回測定平均値左ピしだ。
額料を余リ喪くレヲミ日差立さ重ね苔乙事費買をや脅主賓の焚化によ i1 
鰐ら力、測定値tf~るこにき三考麗し.て 1 0日間に 1@行司にe

紡黒
イ、 仲良Id:R 、 H 、 52 兎内外 ~lëJ&， 11 き535 ・ l志向く R 、村、

65% 当リかとう犬さく変 5 ょう~ぁ ~o
温湿度によ IJ君主iJと伸度IJ反比例在日す
温度一定の時 IJí串度 Id"湿度 lご比例J レて増減す ~Q

15勾 経f察官ミ
松井犬、乞 i) .1ー ダー

一← 8

ロハ



二.. 1:豆度-Ji:の時lot伸度 1;1)，亘漢に比例jして増減す 3，
索、 何庚の沼I)J宣鍾によ n て大係の湿康民ぴゑの月定イヒ震がわ 7]'

?5 ct つであ ~o
大1t以上のこζがね力、 "T，:力、、$質1犬官民の{繁雑さと自然状
態における混iZ農ζ強伸震の肉 f奈試験 lヨ若手前に困難~尚
節l'i:ã:.要するちので:拐~、孝し、 3 "6年度に1'.!lY置 1宣?霊焚置
を叡置す苔ことにtJ巧てし、るので次年喪におじてち余興
事電車貴在行うようにし[，こo
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E、 でのイE関係車験
イ 精練試験

'~‘ 
口‘ タンニン胆理に£ミ5糸質の布告Z
1¥. 持、紋 ζ ソーキンアゅの関係試験

お百籍者主の宮町役

戸、 1量 3亀 F 、
f、 市内販兎余の規格品質の領琶皮ぴ1旨援を行司とs

ロ 示商反ぴi荻術者との懇談会主催レ、ラミ尊民意主E淡会にお i

じて糸貨の書式験精黙に/フし、て老衰し筏術の向どさletzr 
〆フビ。

ノ¥ 区富笠の養成
原料朱に|潟す D理論反ぴ偉業に}止要EJ言iD!l磁を議裂し

‘_:r; 

てJ旨詳しに。

(去、 l家系加三作業'
1z習主穀科用の事悪糸作業こ首長老の訳、署員用表余の霊式1TEしヒe

I Jング系三利用レTこ変り大S書籍1;1業者の好評左得てi..'l> .. 

卜l、原料会の検査鑑定

23 件
質疑応答

然、殺につじ〈 ー・ ー S件
総 粍 1)に/フ γて 5 " 
練減 IJに/っし、て ・ 0 ・ 5 .，: 
精練前iに/フレで .• ••.•• .•••••• 4' 

前於、奈に/フし、て 6/， 

糸震に/つじて ー 日 10ウ i、ノ
v 

1z斑に/っし、て 一.... .. 5 A 
/'. 

お白糸に rつじセ るみLf¥
君主目f寸につじてー 今 マか ~ .. 
線号ミの後児玉Eに/ヲじてー ー 4 ，; 

~ 

精紡*に/フ L、て.................ー .• -2 ~! 沙よ

刀ス糸に/)じて

r 

i J 
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@京芭fiJt験に関す否事扇
A‘;!E Jffi錨の*11ミ1マ芭法の改貝ott¥¥l有

筏自市染川ヲ4光
担当者 f賀市手中村常失

目的
沼産綿の抜梁におけ 5脱色剤|友永良Cパ厄色にrIして影寵レ同
じように慎重に胆理し、ヌ無線E嬰 9~ (l) 芝、これ左筒挙に
思理出来 5 ょう~}醤す否必要があ 1) iY\J5貢左行つに。
~要

化学慨におじて行ヴに基後吉司教E基にして‘脱色すIJの濃度 ξ
受之、叉秤撃しやすし、ょう LE員同一雪ず/フ煎/って試験レ亡。

頂 目 :dt車!!" 度(1) (2) 

一 一 一 ~ ー
42}D.、八イドロサルファイト 3~ト/2

一 一一 一一一
'ff 1::E ソーー少 ，; 9 

9"1レヌ p /， ク

司買 費 1 : 50 1 : 50 
混 宮里 寸O'C マO'じ

符黒
上記の試験(/)符票、日党宮部lの濃度leJ濃いTすがflIiE日寺|司 l立卑V
けれどち、ち磁の Tうマ (;2111宜寸~rc 1}にB忠告するぷ ζ がtHfr 
叉:t1!:eそう殆ゐと交fじせす，¥' *の脆f仁ち fcIじので、現存ニの丹
波左用 L、て委髭力日~ d=_ 1ラし‘好結宗主f号ておリ.土矢面にそうJ旨麗
してレ5ので、脱きのうそ買>lld:7'百んど更とうiI1rJく fJ/) f二。

B、m涼J可芭を行う泥琶湖絹糸のナーヲチ末決臣、凌に-'?¥.，、て
担当者J主師梁川包光

反自問宝田三官E

目的
泥撞紬のテ一千m):R色沼|立攻京 fマ色濯が行われてかとう相当政
醤されて空守j式接色かTJとれ脱色によるnr色のA.芭|苫?甘んと
なく rJハ工示立が、点 Ci友決によ弓て剰が奈芭が力巧 fこリ、
予と|百 jßの~が JJJC~ し難し、亭が時々あ否ので、この R子、困を調べ
~ためにア -4-i1\.奈芭5zに 0 l'て試験しヒ。
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-/〆

概要
若宜主号そめて緒締めレTこ証左京色衣料とす，
系色沼i吉宗芭回数、厄灰;照度黙殺処理に〆フじて前理実しだ。

? . 

‘・

、 ーーー'
‘" 

京邑田叡互要にす 国灰量亙実にす .m、来恕理ZすfるTい恭O'径乙〉回. 要江主三宍に (5 
厄灰量 f-手不;賢 すE 町駅蔓lH練 ~~ 厄灰量T寸液 7足

イ3-5% 34回 2田 2-3% 52回 3国 3-5国34回 2"@l 

口 多 52渇 3 ~ 3-5% 4 " 。 52~ 3 " 1 

68令 4ρ 語4-6刻。 44 i 8 ? i .. 6 B'" 

テーチ穴茨 lヨ10 15-素警で宗舌す

厄灰重leI1 01音書費量て茶色レ試料に費すする業度~習を;t1す.
以上の汚去に ct ，-，て禁色し亡併芝都合醗きして~のfJ~まで陵侵
し亡。

ハイドロガ I~ ファイト ー一一一一 ....3苦/1
苛 i主 ソ - 7会一‘ー一一一ー…....- N 

". -( レ スー…......_..一一一'
浴 児 一・ーー‘一一一一一一一....1 ; 50-
温 度一ーー …・日与一…一ーー.'T 0・c
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目的
爽け文書i二つ i 、て註崎、喧1こ要笠立と主 1して v :s tうのであ~が‘
当偶において白組 urr色白況で色の稀僕採芝出す)台車J験|二，
威勤し亡の一言、この援築涯に/つじて実用化IDt験を行 1 よ仁。

i師事事

設さま日ハイドロサ Jl，.ファイト、苦手|宝ソーダ、アイレズ P、
円!j窓口ん、主ノデン E濃度亙変足、支組合 rt~主主之て、 50t
ヘヨむ。この遺産1ミ鼠験し亡a

精票
f、 議，(1ヲ手耳えりな24.11ミリ以下が艇径i主党かT::脅千万Id.-，き IJ 

ゴ主;>;I

稀薄宣言!なrJ又詮S友引込みててちょく、
新ヨこの7実窓tJイゲく絶望要1玄奥じ。
聖堂霊童習の震度思1¥τ ドロサルブァTト、実F性ソー夕、:
{lレヌ F幸子尽き~/l!.lJ"安全て最ち空万票があ否。
、置の愛きにはηサ.n!すlb、ラ<:lei 'Eノア、γ在日記色棄の中に
入n主ご汚ず翁撃は畏く、離を慢の背1::佼号、 刀リ厄 I)A..;、
突1ヨモ 7や}..0、5%烹育現E理しと百万f爽L、
蓮華芝沼華料境会問 γu"c主ち可、 f仁奈の場合!ヨ 80九一」
9 ù'C ぜ遺棄~m- Q • 

ヘ.@理回数百J:.."保2a可zt売?に艇邑される (4回院芭まで
はまの置き花fJ'!ll，) 
1仁惑の場合煮を l~Jli:邑し要量t‘e

fr奈の場合京科にま乃て iヨハ.1にロワ1'"プァ fト、のみ"c
産宣告出煮るの 15，';ち奇。

LUこのまうね給烹T野茂積をお、とめたので、この方乏 iこよ
り委託加工正行¥叉業老にe:J旨導レどの定、 Eをに高校呂
げとしとし主産されて照宮F左得てし、 ~o

ど跡焚I)大島〕の液山涯につば問
技師奈川区7ヒ

担当者柑輔、肥後宍輔
技術手中利幣ラミ

2・

、，

‘ 

-、

ラミ按ぺ締めた 15が

タ。

口、

1， 

一、

ト、

チー

ホ

、
L 

i

J

 

V
V
 

< 伊

-'4 

u 

担当者校師奈川私光
河町守中本T常夫

目的
場E232の白称。13試験にfj(.r~1 1_ノて若者壱に沿道しにの TERに砲当

一-<宍一一
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担当者荻簡丸山、宮町議
夜節補完ftæ~次

目的
:農藍奈巴の紺|ヨ摩療に弱く、下着殺をよごす穴点かあリー、こ
れの邑iとめに/っし、て百肉僚脅かう強し、要望があ~の~、これ
に/)じて前年度b、う試験レてじるがftC年は実用試験乙レてr
f賢官震の訊講義昌に/フドて慣敷ε行ヴヒ σ

ー概 要，
街脂DO2..にd:: îi 色 iιめ亡~I寸マ 1:1 • 充1Jマ i在日し‘の¥'泥穣韮併
用レJ..::Wt験Ef守刀た。
nr示の官E
:羨萱 fIk 色 ~Ì，たの Tヲ宏司5 ナ-1- m~そ芭 Eはす。
新夜、厄灰c2的事T索、 μ グ、今、府灰(2%)祈究費 1/ /1' A キt~層、
理系、乾燥、樹脂間玉、よ託)/!}理糸を樹膳加工す ~9

ヲイべンヒット ー 5%
ケラノール /V' ..... 2 % 
ビヲチン、，ー 0.5 % 

上記烹 τミ4ぴCに 15 !J向l巴理レ、乾燥後 j2 O' G ~ち分問
熱組理E.fすう。
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、¥ーと〉

w ・ 草野系の古島

‘Y 

タト

4ト

董奈 211m景色f妻、テ一千木京芭在行う，
新夜、扇tRO%)新東作砂'乾燥、泥祭、乾燥
倒脂叩Z工、テーチ本家告しにゑ左Zぞの茨マ碕脂加工芝行

う.
ラ fべン亡、γ トH …“… 57. 
ケヲ /-jレ市F …-----2FS
ピラチ ンー一一一..:.......Q5%

主 lf殺で 40・C に 15 1t向車湿し、乾月翼後 120・ C~5カ問
、~J桑要理主行うe

-務寮

以上の京験の諸宗次のとおけで更ヨ~~.
さ生鈴理事寮l'd丈依 9O~想度~rn喝の呂的在建す:;sことグ出
-*1::11'-蓋の重量が雪署く舗が主きてし、 fJb~ ...，亡、これはテ一千万三
奈により赤訴えが巷νたのでこのように1まったちのと惣う、こ
の務患は業者にち罪表しFこが、号少し岳草食事Eに〆フUて研理す
ぺさTS廷であ5。

下 奪還若手警の詔込系色試験

8 曲

i担当者殺節祭川記?と
技錦繍肥後実輔

文書籍の害警の i主家マ色1ヨ2農薬涯にtiって行われてし、 5が、ニ
警のr!i.;f奇襲貫主してレる場合 Idflh~IJ Æす~のが包費量マ、 宍
まE揮官立時間11'か弘Ij、でのよ組理量亡すミ5と邑斑グ主じて品質

」ー を薯すので、この部分ll'il.Jの繁華昏おB目玉芝除くとめに沼た乏
によ司て祭色す 5行~茎言質検し Eこ。

事主 要
予 定恭した事費g (ttちVIn-)在使用し‘ニコ:?~さの併を音~1}

J 脅宇きレて、事黄緑の三§について司D_l;と奈芭1!t1量在行った。
JLt 濁1f1ζ レて、コンニペク3・1:脅賛同し~殺の調合 1(1 21苛世の漢

iJ との然科を少量の懇湧に港グレ、 ~J に濃めに港かした調理芝入

M 

れて魂符し、稼ですくっ亡時!こ2秒遣さ1主に落ち 5ょう rJo更
さ lごレて認定~Ð.

-;::- 1宮廷法l苫新問殺の上に併韮在国主レ、プム製の慈し、後、ゥマ
魚料が定今中まで漬#_:f.e，をように沼Zさみ吃燥さ立5、車Z爆後
30ヂラiJT廷して水洗し 1切さ落T，

一一 15一一

ー守、



f百摂
以上の方法によヴて吉正験レに穏無 I~非常に質事威積で附瑚の
目的在意す 5ことが出来た.摺忌祭e:1-;;1京将、窃1聞の.合
君考古E涯に煎穏を望号す 517れとそう部分拾リめ書官務長よ..i..哩がは
ぶ 17 るのマ、加工普賢が雪をく/)芝、慢強1三百E 入札の~1J'の扱
自が出来 @t寺慢があ否ので象者にお令循..し、日子Ifさと符て
お IJ l!lに利用されてし、 ~o

G， ft荻 1空白におけ号5自縛之の芭流札の修正!ltl食 / 
担当番綬師事毒Itl忌

4買締官暗室 ?高
目的 ノ

定奈糊左部分解さレてfヒfAJ毛色しに府に色が解いてほい白
手持の部分ににじムZるんで汚系す~ことが府々あ 1) 、これの
前参正 lef従来反則自でさ1告を湾レてし、ヒか、 これマ lef自殺の
瞥が消芝fl，て品質を落レ、欠少し濃じきの汚奈の場合 i苫出
来ねじの1<'、この汚飛しに色巴 IT(EJj定芭すき5事1<1是非とそ5
吃;要T立ことぞあ 1)この脱芭君主に〆つじてDt殺しに，

械受
Eの.D~溢喪 1i1緋解きレて禁芭，レ巳部介!耳、定f.t吸普レて.
着してし、5が、縛められに白斜に湊建レて系 a，.， 1:こ部分の
条科IJ:極少量Ilきあリ‘ プき君主しにr;ft:fリセ百種レてい fJ:じの

" ~弱じ税包殺~淀?採す容と、この 3考書更した音lí iJの色Tごけ?を
に脱邑出来5と理，って献験しに，
脱包涯

ハイにロサ 1レファイトーー......Jす/_Q
7谷 叱.....・・・ ・ 1: 50 
温庚.".....…....................... 6 DU乙

この脱芭洛に汚察しに符糸在入れて 1--....2 f)-阿世 1J-に磯11<
する.
手弁祭|ヨ殺に一様に作用する事力、、出来苔ょう、稔解さレて1&
梓モ巻*司てかどう行う。

結宗
このID理涯によって行ヮ Tこ精果次の ζあ、リ

f、 活23その定包皮ぴ*色レた鮮の部 1Jのきさ 1;1 r治んど焚S1三

口、 手事官|立充 1HJJa.包|苛困難マあ 5.
ハ、時間 IJ2 分以内~処理す ~o

iγ  

v、

J 
J _-

._J 
• 
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-

ι

u

 h
u
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-一、-
二、ハイドロサlレファイドの濃度ほ 0，5'-1官/Rが輿 L、。
京、重度1;;1、高じと艇芭作用が;!iく日 1J、汚系し 7こ芭以外の所

ま1:脱色す ~1ラでれがil?~の~ 6 QOC 以下~行fJ 〆った討が
よγ，

以上の韮塁走まによ 1)、汚祭レた白寿警の修正1l出来るようには
つにのマ細業差にを表括Z草レ、大じに喜la"札、耳目当利用され
て、奪事詩に主主宗主あ1ずてじ答。

¥JJ H、泣き化黍'R色の輔仁ヴレての奈毎試験
一一~一一一通当者技師奈川吉弘犯

J費量官補肥後英輔

、

」 -

百前 ・

3丈島績の 3主君菜芭沼、支表テーチ末。量の後初染料~f:lそきレ
てV?>ず変リ甥とレて在学寮包のtr芭マ事存在出す時の奈邑法
L~つじて‘業告がとるの潤合ぜがあZのでこれに々し、て試験し
た，

管喪
主主要績の湯合目玉警量してじるので、績の言HJlずでれだけ符め
S'*i， J::薄着毛まにd::.って議議来芭して号、自縛之の径の育費透lヨ
泣γが、白紙ξ務め:t:1:"'11の北京夜毎の場合同署員渇家芭T@
とで，~J:ご円程Jn重査して、 8聖書芝7雪泰レてしまうのマ次の否
棄さ率重要iニヴじて言実験しに.
f -3{死マ 101i符
11 50"1:雫 rOlJ
"， 30乞で 10か
ニ100・cマ511
;t¥_ 1茶葉1こ窃却を入札て50.C~ 10 tt， 

g へ、 奈ヲ買に翻部主入れて80.cマ10分.

以上の蒸痘後白水可~ 50令開業う癒を行う.
~務摂

以上のnz._によって来邑レ亡符黒l'di史のとおりてお否。

m: ~ ~障者.~ 宇野の汚禁庚 君主，合判定

-
イ 不 E理 経 少 'r r理

I 口 Tう主奥 少 や 1烹

) ¥ Fそ IJ.-' _!!_j 白伊

← 



r 

F ‘ . 

Fそ 首子 、(?>p. 3や与~

ホ アF E更 少 不良

ヘ や〉千~ 少 や』爽

以上のとおリマJ1t色祭番良ι筆者のうち系震を商J1比較してJi!て
〔ハ〕が結果 1;;1:声電力、乃にので実業者lこ与を爽括謙しだ.

''J  

九

一'.'

十 大島組の条邑に遭す~化学系料道建öït'、験， ヘノ

tli当者双師梁川混ぜE
2責邸荷重 湾薩

目 的
丈島組|ヨ高絞新織として知とうれてお、 1]‘佐 4 て信用上使用す
吉{じと戸菜料ち空宇はそうの亙使用す8必雪きがあリ、ヌ流行径Iol'
次々に~....，て行〈ので連日寺大島触に遣すそ5~苧は祭料EJ-:刀
かう取 l)l守立て試験す苦う必要があリ、 m年度leI:持に中悔の二
次色、三次色の包俊 L、が多し、のて?、これに f) し、て試験~行巧

概要
末年 Ië!赤芭ι称色に/フレて、吋ンフりレ Æ メ-1J-.IJ、 S~-? て
試験しに。
が皮ぴ祥lご/つじて奈粁互 2%.'51.の震度に奈芭して、 こ;It..
のオく?吃空宇夜、厄けん試験、鮮のEtriれの拭験、芭ιの1f.
E干す刀に。

水洗言ïU:書ζ厄 lす0~買験|ヨ宍に輸出絹織物の寮~l時検定:n:.に還
し、て試験す。

結束
何色とぢ祭料の板番度 lci~空襲子寸芝、.!!é苧度号官E奈T安打 1してじた
夜料c:tリモラ喪甘ヲマあ否e

芭流rしI;;UffI'J従来使用してじi5~料と同様焚悔マ符締めしに
色鮮のラ考察l苛なずヴピ、育ち E号筒マ従来使用して L、た祭料よ
I J I苛侵j責績で市ヴヒα

琶」との言n貴11フイ、ソプズノマウ夕、ーによ乃て匹理レて被験レTこ
かt 宍 lζ 宍官矛 ~a号 4亡。
tXょのようは好成、績であヴピのセ業者仁招イ「し、ラミ当rfTの委
託~[l~にち使用レて L 、る Q

‘ ~ 

， . 

h、-



丈言雪量自罵l芭語えのH定[ι吉司君換に/つじて

目的ー
大量斜面の京色におじて:ー永力、fJfC弱することがあ 5 の~-JJfC弱
の原因歪諦六否とめに吾嘉信号i'dごつじて溌仲良左一注期開笹
に就験す・34 、

概 要 ー
テーチスて系色糸反ぴ化祭請をに〆フじて、 次の宮司料を作製して献
験T~
イ、奈衆一回液の 15の。

P ロ.来授ち 6回蒸のちの。
1具、 来稜 36回京じ泥土 1回奈のぢの。
乙~実完走 49 国家にすE工 5 回'ff{の号の。

~河;，...~. '<'-.-酒量 5 割 1 (1)宇一千~*夜包~
へ‘ グ 15剥の子ーチiI¥系色ゑ
ト、!ク 1)'/プヱニン kctコンク 310梁告レに苦笑
チ、ぺfンソ‘レvトラ巴ぢうら系芭し亡者宅

， •• -.. ... :J..:勺イ jレがノールエロ-3%寒色レヒ哲氏，

， 
" 

担当者衣郡江山武満
技官官補主回三節

F 

九」

にJ

A 

冒9

.. ， -

J

L

P

 

に

A
T

一

隻

宅

月

下

、

の

リ

0

工I

。

お
乾
乾
吃
晶
乾

1

レ
た

と

ク

0

0

ρ

o

u

v

定
つ

の。
φ

ク

0

0

反

測

湯

沢
。
ん
γ
v
o
o

篠

山

官

、

が

零
新
一
新
新
新
新
母
一
湿
化

工
%
%
M
V
A
%
%

』

1

0

室
温
凡

さ

2
4
4・斗
4

2

d

、
以

系
灰
v
h

灰
灰
一
伏
、
放
く
う

」
厄
茄
厄
厄
田
健
一
筋
、
お
よ

の
ρ

0

4

ゲ

〆

芭

乏

が

の

ち

ク

ウ

。

ん

ク

乱

m
蕨
n

重
次

の
ρ

。ρ
ク
庁
、
昭
一
ま

y

官
¥
新
新
斬
刷
新
暫
直
前
舵
恒
に

ま
%
ザ
N
U
H
N
N
u
m

宮
レ
、
温
A
リ

)
1
3
4
4
4
φ
禁
足

4

包
か

二
度
一
K
一
以
灰
灰
4

を

刻

は

は

(
厄
舟
厄
眉
厄
，
の
を
n

定

車

品

う

通

・

草

U

度
一
刻
出

か
出
血
新
新
新
新
新
の
伸
度
は

}

門

戸

主

強

国

京

停

較

f
h
l
h
1
1
4
E
n私
以

の

強

此

〈
J

晶

一

占

、

組

制

u

r

 
k?

」

ム
圃
閏

d

V

A

M

 

--
.， . 

.~〆

N------、よイロハニホ〈 ト ヲチ

事者 ;a ~Iil 
g限I号度 度午度f申 40グ 3791 J.?ol31C71 3341..1〆ρ ..}4tタJ?r-? .36'.3 

便ÿ.1~120.21 /<{{ I / i."41 /1. t1 ('d，，?! 1.よ~ /7.J" /6く7/，(，、3

L ♂ 

. 

一一 19.-



以上のとおリモナーチ月三家色レ C~I弓別に月前ヒレーて ν1三レ jf、
化策決!ヨ停滞Eが弱くな 4 てし、540:
この試験l司君ミだ求定~~、t;'...，とち従殺して試験する必主主ず
あ(f)のマ来年度ち宮町車買を事i!1'ラするよ・ 汽一:一，三ー

回転パック務奈干さによさ5系色昔前験

題当者説草山溜
息的
従号表の~包釜 lヨ多量の司医薬色の倉会人遣を吾中の永の穂廷し停
車電がiñ創建司~I)、矢斑楽にね 5語れがあì5亡~I乙作業l'ê率
の増遣さE画 IJ 惑を量産主 Tよそす Qだめに、薬事更鎗淘E鑓 f帳番~e在左
用じてま実験在行nc. e ，J fJi: 

概要 ......ム
ヌテンレヌ製 10#'ンード禁色殺さ後ハて毒事受 8:本書~1す可E 1 i単
に4穂ず〆ワ勢けて喜緊密1.
奈芭 I~淡芭と濠芭に分けて核軍駐じた.".，

精療 一 ι ‘ 

1 国~多筆の奇襲が害警告世主茶事のマ 1世集積卒ぼ11盟主レ~琶 Z道管
はく百子JJf1費 1きあヴピ.但し少量の奈の場台~守、径河Fのにめ曽 J 

f喧の釜τ;1<(7 /)た7ラJ1"r:Jν.一

芭合立の渇合切中寺告を買'"出 1/て色合ぜしrJ.1寸才1i1まEまら隠し、の
~作業 ff鋪íflJ に TJるの~、染料Fヲ調合、制合~需初に党合考
慮す~，と更があ否。、

し ・フェル卜質調整~笠理程巳d;: ~'Il.'理性主領事買?ケマペ崎市4
担当者夜喝克拙武満

B 的 γ.-!! :1 

丈島締の将棋拘の標高級呂ζじわれ"がう、一更して罵諌，;t抱J

かレ TJL'の IJt[織羽に児教レて整理f主主か蓮歩レてし、践いピ ) 
めにあ~ので、、商品価値左向上芝柱否むめにじこiItJにfヲじて
百六君更を行T立っ:r.二。

、
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手庁内前身者用依頼室長色
fに学~色ー ・... ・0 ・38t牛
霊友芭 ......................、 1:ユゲ
アーチ本~邑 ・ー..... ・・・・ .{ 1 
探索だ 包 ・-… ー......・・ υ1 b " 

化学概験に肉す5事項

や、

• 
勺• E責錫奈川書A定

担当者被服樋志賀~I.
(今)A 水質olOi貴

目 的
喜界i1!1lの丈島稿用泥柔策奈 l"d. '*賓が懐く、喫ビ来邑 e と

とはじえごねじ、この原因がどこにあ~tf、これきミ潰ぺる人一ノ
にめに、来包用求につ L 、て、喜界島ずJll~ 置き 1)' ぅ asf長に
告書~あリ、止〈の夜度ず夫在日影雲左庚 iますのマ l-;f r主仁賞、
と尼じこれに〆7l、て試殺しTこ。

被受
司くの硬度調111主
アラーク:ぎによリ長界町本還の系琶工渇d}求と当郊の本
に乃じて、での夜長~~柄、比較しに@

試料 1Dけ0んC心衆に安電辛苦
欝農1前験水量 全療 Z喜石

喜界克区 100ιc 29、5c乙 1.4-2裏1

当 // 3、0ιc LG5問
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B、テ一千木中のアシニン分析
目 的

喜界吃区のテ一千不(シだリ?パイ) I;J丈告書不自雪のテ一
千木とでの笠育条件、が異tJI人従刀 ζアンニン舎有量
芳重量1:}相建ずあ 5ζ~ し、この試験在行司に。
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試京概要
rn にJtrし、幹〈ヨ~5α'Jl 夫のちの J の部分互柑1)1 )、でのvs
100ftきとリ蒸溜水 Z10 B守肉煮清してアンニシ分ã::~，出
し、 これd::l..fに稀釈して k門11-04棄でうでii主レ亡。
1<門はOヂ j震度。、02g2 ;1:]足，
「ンヂコ:刀ーミン 20ccナ託料2ιcE酸化するに要しだ
|ぐ門't..¥Oヂの量17、45ccン
インヂヱ力一ミン 20c乙ナタンニシウ互除し、七有干さ羽の
みの訳、科 2ιc iE酸化す~に望号しに K 門'\).0 1'-の憂は 12、 13ヒc
従巧て領科2Cc中のタンニンカa.酸化す 5に要しに附I，¥Df'

の雪|司、 1 'T.45cc-J2-13ccニ5，32日

試 料 1it中のタシニシ 7う互酸i仁す.:sに要し Tこklヴ1A04く
O、0282ルつの量は.

26、60しC fu c
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経 黒

一度の試験でl'd、は〆ヲさリし巴精華そ1;;(芭;trdl、Dヘこの
訳、験のみにつじてじた|草、L六百害耳之島の山間部にあ苔テー
チ.ïf\~リ 5 タンニン分の合育置は多く、唖 ~t世帯にあ吾、
テ一千7Rと同程度の活震度ε持ってし、~勾

C、 ;w_工分析
目的
丈島幸留の京巨 l二使用レて V~ 克工の威令互各長長官m:IZ 1ご
々じて当PJr~拭耳脅してし、 G が m 年度 1ま喜界)[区と_t; 1尼 B
J[¥Kの泥工にぺ7じて柄験しに。

lJ'1 j里
E町験2きに〆っし、て IJ前年度 ζ同じ里

穂黒
喜界厄区1e工 1~中の~:lJ'

」ノ

尺ミ畑熱減妻Si"oλ んぷらめら/加 ω I'ff} 0 

秤量 0./0<1 。、6'17<;。、む.59Ji。V，5'1C6。、eJt?41。、OC'?10，0，乙宇3ペρ'J?J>'
ト}ー一一ー

百分雫 I~:{t~診日付よ7dt 竺抑〆クグ、rグ Z，?..l I/"'J，d'，f 
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1頁 回 )(9熱烈 S.i. C? z |生生 Ai';:;O_， /γ-nO C乱。 /ヤ'?ρ 計

F干 警 a.1 . .1t7~ 。、完ZZ望tJ..tl3(J.必 ()Jl守9'Q。、C?/.{O。、(/1/.<:。、(l(U8't< !)，z21 
ト一一ーャ

百分率 13..、17'/0 デ之、703、o4 ?、γ。 /、¢王 λ/;: c/..hd' /p.，?ZI 
L___一一一一」一一品

D、 宏亜細n:1禁に ct;;S余の税イE京験
目的

定置制の按寄毛主主Id:前度lこおし、て実用化試験に威珂レて犬
きなDt~正あげてじミ5tプ府イヒ試験 1)" 号室日月在警をするの~
7でか検討することが出奈はずつだのマ B17 年慢をにき I~噴き継
続筑波正行〆つだ

概要
脱告レ亡王寺と、RJreレTJl、奈の強伸度に〆7じて前年漢方、

う継続して、環る湖周密に壬年下町更撲を行づ疋、理伸庚測
定 IJ"当月iiJ君ミピ恒ilfi1室温室がrJし、にめに宝温マ行ったe

イ、 祭芭しに京処理示
、 口、 落直衣の商酸思理手

八、 ~ EiJ妻、脱芭 2匝、後7e1.ケ水洗し Tこポ
二、 表直後、脱色 2回‘後暗酸処理、 オく決しだき長
ホ、 家きf委、周耳芭 i回、洗練下たかの奈

腕色処理法
ハイド口:171レアァイトー ・......3'昔パt
苛 性、/一夕、二・ 4.!3::r/..e 
夕、イレス....•••••••• 2J5'i}' I..R 
Z谷 兇 1~4 D 
温度時間 !ーマo.じ1.-.20澗
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吋際協同12l 勾一R雰|忽
需izizi話;H芳トH矧笈
i，E‘iRf.P-;Jマ涯の改良前験一ー
目的
定置柑の夜祭にl司、苛性ソー夕、 }¥1ドロワルファイト穿燕
畠を使用するのマ請をに鶏分作用し、ラミ泥系m:色ーの2芝芭荏起す
おで;11.があ苔ので‘相当熟練する必要が7ちリ、叉慎重に思妻E
t， 1立11:tV1;tTJ S Jd じので、この処理法E改善し、 f芭険性の Jd.
Uようにすi5r.こめ試験レた.

1賢建
抑制の濃度芭Z砲のように 6種類に分けて訪句験レよ:，

--ー
/ 2 ♂ ヲ¢ グー c 

‘- 一
ハイド口ぢIVHト 1，7/.2 :2'rパr.J ?/-I 4~d .Jft/-t 6fJ，メ9

司f 性 Y一夕、、 /、'，Z;rs 2乙、4t?/.lJ、6，J7グ -Ø.í)勿~ 6、t>jI->バを 3て之:n。
タ'イレヌ P I ~/.{J Z?;μ <3，?-/...P -O'?/-t ミJ?4' þ~ζ〆
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F 斐リ丈島く白紺の新規稽鞠JのaO冥加工涯に/]じてのj(草食
目的

大島?舗の生産量!芸現在の殺雪程度tさ興じとし、わXしておリ、そ
っ販路(:l::%めまうだめにはL主産量E港かすたわには)変ヴた
趣向の新し γ積拐さ主藍する必要がわ川、叉一方大宮箱IJ、
紅臣tf黒し、ので尽物として使用されて'v<0ぷ霊匂とレてち使
用されきう、m:芭に餅模様差出す新規積物互生産する事1e1是非
と芳必要同率マif)S5ので、波認を立による臼鶏!こヴじて罰残務
験室行つに.

1既 斐
士系レに8，8力何の奈互相殺りu、2手町ニ I)の [5 算ヂて;:~再
建在イ食リ、ニルに/フいて訳、男脅しt;:.
イJ 脱色におけ?)寮邑の濃度ta5 01吉宗設として j1.仁与さ.イtdj 暢

ハfドロサルファイトF 苛性、/-y:夕、 fレヌPきで;fL， "'. 
でれ 3~ず/ヲとレ I O'G'-9 O'乙 ~15分 1 固とレて賓
放し.J，こ。

口‘ 芭|苫盤、赤、湾、 賞、票、奈にのじて般芭訴事量。
) l 、脱色回数万IJ によ吾系の脱色庚と ijÆ~言質の爾篠

完モE後月党きするまでぞの茎種目査員HIfによ吾置の被芭の難場
に 0l、て“

木、iJJt芭奇襲に洗洛背Ij1;-)¥れと跨の月発芭勤刀の比較!こ/)レて‘
‘ 

J 
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精察
置の鳩合l;l寸 0・t."~;.、徐 2'- 3固有脱色出来に。
it君主の場合leI8 0・C""-9 c'二の温度~丈依 2 回で脱巴されに，
黄色の化祭let脱色lr緩しむ新がはヴさ IJレ!立かった。
税邑田郡による糸の脱イヒ1;:( 15ft処理て 4回脱包ま更は紬糸
として使用してそうよいがλ体5 回~脱色しに売が安全~あ否。
醤の燭合は熟告して刀、己目首芭まマの日叡庁経廻すs;に従って
宮町まがR!く叉阪信号究中にで/ゲン、 力リ厄11ん簿の涜翻jを入
れて処理し Tご汚が結果 iヨ健司~-C::あつに。
化策の努合、祭料|二よってはハイド口吋jしファイトビ11¥:'脱
在位協の号あ否。
以上の試験によ〆フて、新規織拘の白紬加互猷験fJ'出来にのでぞ
事電線昌在;信手首i示と扇 )J して試作レ万hJJEおとめにの~業者に
指揮レ既に高額呂がヨ三重量とXレ-Ui=~誌に ilHfã得て l' :;S.

ヒァギ
‘九四

J 

ヲ-

G. 多侵入リの臼縮空f.!:@月日三官官玖 I~/フじて
自的

1巴入の白手宙技茨iヨ簡単に出乗るように日巧にが、 多芭入の
帽の場合隠13D~ ìZが翠邑物 ζ建〆7 て棲穏にはリ穴難しじの~
郷町者lヨニ:n，a;応用し℃白却の生産E欲レTJずらち出来はじの
喝さt煎におじて多色入の白婚の核孫々法にI)t，、て罰験しに。

債費
この泉信陶工まに/つじて1;1天保三種類の7きまが考えことうれ否。
イ‘ 草野の色と芭の廃干Fに一コ 77了ス君!込みて一 j宅ilZ締r?lレ Tこ
後、各邑を寝込み乾燥後EE 容1::<5 0 分足レた後ヌk~宏レて長
新ξ〆フく I)二度糊報 IJ 1E行い、 束縛めして校実需をfすう。

Cユ 筒系統の色の場合lci濃 VE9を売に沼Zとみ、乾操レて諜レ
水洗しに後変じ内の~ã:浸染苦Z1ミf'.Æめ、糊議後双縛めレて
扱祭すi50

パ‘ 二芭1安Vの場合 1ヨ一色在者ttfeレだ後、その芭を売すガfE
f守絡めレ仁後、波宮Rし、での官官分にi1tの祈の包茎苛そめて爽
緋を伶リ、減殺，J後責符布、ξ行V坂決する。

以上三/フの7ぎ去に〆つじでそれでれ試験a;打つ亡。
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H‘ nt~iヒ染問芭続の増章者1)使用 lこ/つじて
目的
白糸~締わに章常患 l ;;t ~普号車してい rJ いにめ lこj:[岳さít 妻宅 Q 色レペ -JJ
亡停に締めた鼠緋の哲5 1tに色たずにじa..~ん更、?宅建更するのてミ、
締めに.S 朱の窓 EJ習量 ~Il マ I種量 lt、 Eきの7実意状態きmべる
にめに1'{験まn司に，

被安
市量刑ιレて アンニンとま電温室使用しに。
1. 7 ンニ:;，陸軍~験
特車芝F額損さきυて、タンニン撃の lpt束中じる終t¥l;J薫し

ーに後、終 nて乾燥し、冷習Rて奈さをしてt憲民』こ害警遣しao.c
~5介阿議官きして構 iず l)~

2. 錫増置猷験
湖夜空しに析を 11: lL-需産中に31寺前妻ましに繁華貴<?て君主燥
し、 ;令来マ訣をきレて伶F守に持温レ 8O.c ~ち ft 事喜怒きして
3揚げる。

3. t話量制限し
槻fR"さしに耕E8 ù"C の!lH!楚~5 ず苦手奇書~e7る.

符烹
諸王道度1;;11 が京料の~~又が昔をく 1 、

剰のう号~震は舟霊郡，j E_使用し日じ壱の\. n lJ~~電〈、増量しと
耕 lヨ万三こ勺て汚茶屋きが大 ~~a調理ぞき~*ヒしr:二 これは鱈豊穣が
媒*-の'I1Jきをして君主料の浸透が爽ぐ rcit )併に Lじ3dとふピち L
のと麿う.

之の重要に奈蕃してどろ、

v U 
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i. ηぜス糸の間諜処理によQ汚架防止被験|ごっじて
目的

現時置の丈島細耕一そ本湯在日5ぺく白<.出しに汚が慢じとし、う
実求菅お-òのモ自鮮のひ vβ、‘出来~だけ汚jJ{レ T，，!' じようにす
~にめに、庁文糸に防E共和 I a: Q!!，理レて併締めさ行L、薬佳試験
し亡。

.概要
純綿用ガズ需主に防活処理主1""7い、この n"ヌ衆電符めど綿糸E-

}戸 祭邑し、自縛之の汚条度 RtA'1ヒ梁錦、白綿に/つじて letJI!:径の
一: Jil i1L車合仁〆フいて猷験君子f'1寸亡。

開策tllとレてほ永ズ防法く制のピヲン Aしを使用して試験した，
精察
1t学衆料宗白(.o 0' C)X下電来色〉羽に/IL、てl立書守合効果が
あ苔が‘テ一千.if¥奇警告に11大しピ鈎烹|ヨrJく、末思想ti、ス朱
マ符めたちのとの遅 1<1"?吉んどrdか巧た

'--=._，.;' 
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て、苅ときれてじi5が、 E長閑に:需れTこ跨に、べにrつくさらじが
ある、現在香物類にはF古ん ζ 防水nn:z:担}l1::1されてい1:，iじが、
特釆iヨ綬耳E類同事業防水加.z..!I!!涯をずすう必要月、、、出て来苔ζ樫じ
叉このぺに〆フく勾美を除くためiご防水』目玉商殺を有〆7r.:. 

概要
素遁防水官11として市聞とれてし、8'eの 6種類につじて‘でれ
・てすむの処理法によリ綿布i更が製織首iIの紬示、実現織、後の稲荷に
〆ついて、防次官U.z.在行V、県!f震前の綿糸の燭合 Id:これ~~型機
して術にして、この三/つにつじて防水初寮E訊験し、尚繍と
しての世尽に/つじてち比較検討しに。

町理k法
時 清下試験‘筒便法によリ 20 CI/7し積さn'~占、t:::zウレ v ト~

1秒 j>高の速さ1::45度の角度に譲ヴ亡、献料に500満々
下レて、での下に漆主て置じr三戸紙に日買取らit1;にオくの重E
モ防水初乗喜試験した，

Jlt厨古賀験
防水加工思想左符う事によって、殺としてのJlt毘d:書ご隠し、
賞、とうかにつじて謂吋Tこ。
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K 置の摩擦空宇増態試験
目的
;農産家芭箱(鹿JEE守彦)IJ摩擦に弱じ一大尽美がおリ、何度
反ぴ需要者刀、う不評在刀、ヴてVoのでア昔話年度刀、ら綾織して拭
駿レて L、石が、今年度 1;1を君主の湖官iJJ支tx揖糸の児理に〆?じて J 

試験在行つに。 f r.ー

権更
1..君主禾につし、ては溜官uとレてフ/1)、主役粉帯自に/')に、てその
到宗左調ぺた ω 児理削1;1ライペン亡、γ トH在J;:ヴて訴年度
ζ同じ方涯マ処理す c -~. 

2、韓米
イ、 京軟性合戚樹脂によさ5色止め.
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口、熊祭処理程変ライベ、ンセット5Jl!.建レて行ウ。
タシニン酸アjレミニウム渇によ否媒禁処理後ライ今ンセ
γ 卜gg濯を行うぞ

ハ、古rfL1t菜料によ吾上かけ処理をレ亡後ヲイべシピット H
処褒Z行う
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一行設察ー
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